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ⅢⅢ  調調査査問問題題のの解解説説 

調査問題について，出題の趣旨，解説（学習指導要領における内容，解答類型）等を記述

しています。（問題によっては，記述のない項目もあります。） 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜解答類型＞  児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう

に，設定する条件等に即して解答を分類，整理したものです。解答例を
示すとともに，「解答類型について」の解説を加えていますので，児童
生徒一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した
学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 

 

＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
                      
＜類型番号＞ 類型１～38（最大） ･･･ 正答・予想される解答 

（複数の類型が正答となる問題もある） 

 類型 99 ･･･ 「上記以外の解答」 
（類型１～38までに含まれない解答） 

 類型０ ･･･ 「無解答」（解答の記入のないもの） 

  
 

 

＊ 児童生徒一人一人の解答状況を把握するために 

※図はイメージです。 

 

 

 

 

 

１．出題の趣旨 
 問題ごとに出題の意図，把握しよ
うとする力，場面設定などについて
記述しています。 

 

 

 

 

２．解説 

趣旨 
問題ごとの出題の意図，把握しよ 

 うとする力などを示しています。 

■学習指導要領における内容 
調査対象学年及び他の学年の児童 

生徒への学習指導の改善・充実を図 
る際に参考となるように，関係する 
学習指導要領における内容を示して 
います。 

■評価の観点 
問題に関係する評価の観点を示し 

ています。 

解答類型（下欄の＊を参照） 
 児童生徒一人一人の解答状況を把 
握することができるように，問題に 
おける解答類型を示しています。 

 

調査問題を縮小して掲載しています。 
※著作権の都合により一部を省略しているものも 

あります。 
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ⅣⅣ  解解答答用用紙紙（（  正正答答（（例例）））） 

調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 

ⅤⅤ  点点字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

点字問題の一部を，当該問題の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 

ⅥⅥ  拡拡大大文文字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

拡大文字問題の一部を，当該問題の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 

 

※本資料では，以下の資料については略称を用いています。 
資料 略称 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】解説資料」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査  報告書 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】報告書」 

※学習指導要領実施状況調査等は，国立教育政策研究所ウェブサイトで見ることができます。 

（https://www.nier.go.jp/04_kenkyu_annai/div08-katei.html） 

 

※図はイメージです。 

３．出典等 

  著作物からの出題の場合に，出典 

及び著作権者等について示していま 

 す。また，問題作成に当たって参考 

 としたものについても示しています。 

 

 

■解答類型について 
予想される解答から，身に付いて 

いる力や考えられるつまずき等を記 
述しています。 
 

（参考） 

  過去の関連する問題，解説資料， 

報告書等を記載しています。 

※平成 24 年度から令和２年度の調査問題

は，学習指導要領（平成 20 年告示）の目

標及び内容に基づき作成されています。 
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Ⅰ 小学校国語科の調査問題作成に当たって
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小学校国語科の調査問題作成に当たって

１ 調査問題作成の基本理念について

「全国的な学力調査の今後の改善方策について（まとめ）」（平成29年３月）では，「全国学力・

学習状況調査の調査問題については，新しい学習指導要領が求める育成を目指す資質・能力を踏

まえ，それを教育委員会や学校に対して，具体的なメッセージとして示すものとなるよう検討を

進める。」としている。

平成29年３月に公示された小学校学習指導要領（平成29年告示。以下「学習指導要領」という。）

は，教科等の目標や内容について，生きて働く「知識及び技能」，未知の状況にも対応できる

「思考力，判断力，表現力等」，学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力，人間性

等」という三つの柱に基づいて再整理されており，これらの資質・能力の三つの柱は相互に関係

し合いながら育成されるものという考え方に立っている。

平成31年度（令和元年度）以降の調査問題では，こうした学習指導要領の考え方への各教育委

員会や各学校の理解を促すため，従来の「主として『知識』に関する問題」と「主として『活用』

に関する問題」に区分するといった整理を見直して，一体的に調査問題を構成することとした。

なお，「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（報告）」（平成18年４月）では，具体

的な調査問題の作成に当たって，「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基

盤的な事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や，児童生徒の学習改善・学習意欲

の向上などに役立つとの視点が重要である」としていることにも留意する必要がある。

以上の点等を踏まえ，本調査の調査問題は，国際的な学力調査の考え方や調査結果及び課題等

も考慮しつつ，学習指導要領に示された国語科の目標及び内容等に基づいて作成することを基本と

した。

２ 調査問題作成の枠組み

（１）学習指導要領の内容と評価の観点について

学習指導要領に示されている以下の内容に基づいて，その全体を視野に入れながら，中心的に

取り上げるものを精選した。なお，小学校第５学年までの内容となるようにしている。

〔知識及び技能〕

⑴言葉の特徴や使い方に関する事項

⑵情報の扱い方に関する事項

⑶我が国の言語文化に関する事項

〔思考力，判断力，表現力等〕

Ａ話すこと・聞くこと

Ｂ書くこと

Ｃ読むこと

※ 「Ａ話すこと・聞くこと」については，児童が実際に話したり聞いたりするような調査を行うことが

難しいため，場面設定・状況設定などを工夫して，話す・聞く活動にできるだけ近づけた出題となる

ようにした。

また，評価の観点として，「知識・技能」，「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

（２）問題形式について

問題の形式は，選択式，短答式，記述式の３種類としている。記述式の問題では，複数の考

え方，答え方があるものなどについて出題している。
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◆ 点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題の作成について

本調査では，視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮した

調査問題（点字問題，拡大文字問題，ルビ振り問題）を作成している。

点字問題では，全体を点訳するとともに，点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮

し，図版等の情報の精査（グラフを表にしたり，記述による説明に替えたりするなど）を

行ったり，出題の趣旨を踏まえつつ代替問題を作成したりするなどの配慮を行っている。

拡大文字問題では，対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し，文字や

図版等を拡大するとともに，文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ，コントラスト，

レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。
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む

こ

と

一
【話し合いの様子の一部】における谷原さ
んの発言の理由として適切なものを選択す
る

話し言葉と書き言葉との違いを理
解する

5･6
イ

○ ○

二
【話し合いの様子の一部】における谷原さ
んや中村さんの発言の理由として適切なも
のを選択する

言葉には，相手とのつながりをつ
くる働きがあることを捉える

5･6
ア

○ ○

三
【話し合いの様子の一部】で，中村さんが
前田さんに質問し，知りたかったことの説
明として適切なものを選択する

必要なことを質問し，話し手が伝
えたいことや自分が聞きたいこと
の中心を捉える

3･4
エ

○ ○

四
「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを
選んで，　　  でどのように話すかを書く

互いの立場や意図を明確にしなが
ら計画的に話し合い，自分の考え
をまとめる

5･6
オ

○ ○

一
(1)

「ぼく」の気持ちの説明として適切なもの
を選択する

登場人物の行動や気持ちなどにつ
いて，叙述を基に捉える

3･4
イ

○ ○

一
(2)

「老人」が未来の「ぼく」だと考えられる
ところとして適切なものを選択する

登場人物の相互関係について，描
写を基に捉える

5･6
イ

○ ○

二
物語から伝わってくることを考え，【森田
さんの文章】の　Ａ　に入る内容を書く

人物像や物語の全体像を具体的に
想像する

5･6
エ

○ ○

三
【山村さんの文章】の　Ｂ　に入る内容と
して適切なものを選択する

表現の効果を考える
5･6
エ

○ ○

一
【文章2】の　　　 の部分を，どのような
ことに気を付けて書いたのか，適切なもの
を選択する

文章全体の構成や書き表し方など
に着目して，文や文章を整える

5･6
オ

○ ○

二
【伝え合いの様子の一部】を基に，【文章
2】のよさを書く

文章に対する感想や意見を伝え合
い，自分の文章のよいところを見
付ける

5･6
カ

○ ○

三
ア

【文章2】の中の　　　部アを，漢字を使っ
て書き直す（ろくが）

5･6
エ

　 ○ ○

三
イ

【文章2】の中の　　　部イを，漢字を使っ
て書き直す（はんせい）

5･6
エ

○ ○

三
ウ

【文章2】の中の　　　部ウを，漢字を使っ
て書き直す（したしむ）

5･6
エ

○ ○

四
（一）から（二）に書き直した際，気を付
けた内容として適切なものを選択する

漢字や仮名の大きさ，配列に注意
して書く

3･4
エ

(イ)
○ ○

3

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等
主
体
的
に
学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

1

2

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

学年別漢字配当表に示されている
漢字を文の中で正しく使う

調査問題一覧表【小学校国語】

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の内容 評価の観点 問題形式
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１

国語１ 地域のためにできることについて話し合う(公園の美化)
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１

１．出題の趣旨

互いの立場を尊重しながら意図を明確にして話し合い，自分の考えを広げたりまとめたり

することができるかどうかをみる。

話合いでは，異なる立場からの考えを聞き，様々な視点から検討した上で，自分の考えを

広げたりまとめたりすることが大切である。その際，互いの立場や考えを尊重しながらも，

自分の考えを伝えたり必要なことを質問したりする力も求められる。また，話合いを通して，

言葉には相手とのつながりをつくる働きがあることや，話し言葉では誤解されやすい同音異義語

を避けるとよいことに気付くことができるように指導することも重要である。

本問では，学校の近くの公園をきれいにすることについて，互いの立場を明確にしながら話し

合う場面を設定した。岡さんたちは，公園をきれいにすることについて様々な視点から検討し，

複数のアイデアのよい点と問題点を明確にしながら話し合っている。ここでは，岡さんの立場を

通して，自分の考えを広げたりまとめたりすることが求められる。

なお，設問二では，〔知識及び技能〕の⑴「ア 言葉には，相手とのつながりをつくる働きが

あることに気付くこと。」を取り上げている。この指導事項は，平成29年告示の小学校学習指導

要領で新設されたものであり，本調査で取り上げることも初めてである。

また，設問四は，平成26年度【小学校】国語Ｂ１三（正答率28.4％）において，「立場を

明確にして，質問や意見を述べること」，平成30年度【小学校】国語Ｂ１三（正答率33.9％）

において，「話し手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめる

こと」に課題が見られたことを踏まえて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

ウ それぞれの立場から考えを伝えるなどして話し合う活動。
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１

２．解説

設問一

趣旨

話し言葉と書き言葉との違いを理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

イ 話し言葉と書き言葉との違いに気付くこと。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 一 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの ◎

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 話し言葉はそのままでは遡って内容を確認することができないため，誤解されやすい同音

異義語を避けるという表現上の特質がある。ここでは，谷原さんが，「ごみを拾うきかい」と

発言しているが，「きかい」という言葉は，同音異義語が複数あり，誤解されやすい言葉で

ある。谷原さんが，「きかい」の意味を説明することで，同じ音で異なる意味をもつ「機会」と

「機械」とを区別し，聞き手の誤解を招かないようにしていることを捉える必要がある。

○ 【解答類型１】は，同じ音で異なる意味をもつ言葉であることは理解しているが，谷原さん

が言葉の意味を説明することで，誤解を招かないようにしていることは捉えることができて

いないと考えられる。

○ 【解答類型２】は，谷原さんが言葉の意味を説明することで，同じ音で異なる意味をもつ

言葉と区別し，誤解を招かないようにしていることを捉えることができていると考えられる。

○ 【解答類型３，４】は，谷原さんが言葉の意味を説明することで，同じ音で異なる意味を

もつ言葉と区別し，誤解を招かないようにしていることを捉えることができていないと考え

られる。
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１

設問二

趣旨

言葉には，相手とのつながりをつくる働きがあることを捉えることができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

ア 言葉には，相手とのつながりをつくる働きがあることに気付くこと。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 二 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 谷原さんや中村さんは，「確かに，山下さんの言うとおり，花を植えることは私たちにも

できるし，はなやかになり，よいと思います。」，「なるほど，いいアイデアですね。」と

発言して，友達の意見のよさを伝えることで，認め合いながら話合いを進めようとしている。

谷原さんや中村さんの発言の内容を適切に捉えた上で，言葉には，相手とのつながりをつくる

働きがあることを捉える必要がある。

○ 【解答類型１】は，発言の内容を適切に捉えることができておらず，言葉には，相手との

つながりをつくる働きがあることを捉えることもできていないと考えられる。

○ 【解答類型２】は，発言の内容を適切に捉えることができていないが，言葉には，相手との

つながりをつくる働きがあることを捉えることはできていると考えられる。

○ 【解答類型３】は，発言の内容や「地域のためにできることについて話し合う」という話

合いの方向性を捉えることはできているが，言葉には，相手とのつながりをつくる働きがある

ことを捉えることができていないと考えられる。

○ 【解答類型４】は，発言の内容を適切に捉えることができており，言葉には，相手とのつな

がりをつくる働きがあることを捉えることもできていると考えられる。
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設問三

趣旨

必要なことを質問し，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えることが

できるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

エ 必要なことを記録したり質問したりしながら聞き，話し手が伝えたいことや自分が

聞きたいことの中心を捉え，自分の考えをもつこと。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 三 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの ◎

４ ４ と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 中村さんは，前田さんの発言に対して質問し，「ペンキをぬり直して明るくすると，公園が

きれいになるということですね。」と理解している。中村さんと前田さんとのやり取りを

踏まえ，中村さんが聞きたいことの中心が「ペンキをぬり直すことが，公園をきれいにする

ことにつながる理由」であることを捉える必要がある。

○ 【解答類型１】は，「公園のすべり台やジャングルジム」という前田さんの発言の一部しか

踏まえておらず，中村さんが聞きたいことの中心を捉えることができていないと考えられる。

○ 【解答類型２】は，「自分たちだけでできるかどうかは気になります」という前田さんの

発言の一部しか踏まえておらず，中村さんが聞きたいことの中心を捉えることができていない

と考えられる。

○ 【解答類型３】は，中村さんと前田さんとのやり取りを踏まえ，中村さんが聞きたいことの

中心を捉えることができていると考えられる。

○ 【解答類型４】は，中村さんの質問と山下さんの「ごみ拾い」の話とを結び付けてしまい，

中村さんと前田さんとのやり取りを踏まえることができておらず，中村さんが聞きたいことの

中心を捉えることができていないと考えられる。
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

話し手の話の内容を聞きながら書いた質

H24A２ 問について，その狙いを適切に説明した 65.5％ pp.14-16 pp.124-126

ものを選択する
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設問四

趣旨

互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，自分の考えをまとめることが

できるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ａ 話すこと・聞くこと

オ 互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，考えを広げたりまとめたり

すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 以下の内容を取り上げて書いている。

a 「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選んで書いている。

b 選んだアイデアの問題点に対する解決方法を書いている。

② 【話し合いの様子の一部】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ 50字以上，80字以内で書いている。

（正答例）

・ ごみ拾いがよいと思います。続けることがむずかしい点については，当番を

決めてごみを拾ったり，地いきの方にも呼びかけて協力してもらったりすると

よいと思います。（77字）

・ 花植えがよいと思います。花の世話を続けることは大変ですが，公園をはなや

かな感じにしたいので，みんなで当番を決めてけい続して世話をすればよいと

思います。（75字）

１ 条件①a，bの両方と，条件②，③を満たしているもの ◎

２ 条件①a，bの両方と，条件②は満たしているが，条件③は満たしていないもの

３ 条件①a，bの両方は満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

４ 条件①a，②は満たしているが，条件①bは満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

５ 条件①aは満たしているが，条件①b，②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

６ 条件②は満たしているが，条件①aは満たしていないもの

＊条件①b，③を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

○ 岡さんが学校の近くの公園をきれいにするためのアイデアについて，立場を明らかにして，

自分の考えを述べようとしている。ここでは，【話し合いの様子の一部】の中から，きれいに

するためのアイデアについて述べられている部分に着目して，「ごみ拾い」か「花植え」かの

どちらかを選び，その問題点に対する解決方法をまとめる必要がある。

○ 【解答類型１】は，「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選び，選んだアイデアの問題

点に対する解決方法について考え，【話し合いの様子の一部】から言葉や文を取り上げながら，

50字以上，80字以内で書いている。

○ 【解答類型２】は，「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選び，選んだアイデアの問題

点に対する解決方法について考え，【話し合いの様子の一部】から言葉や文を取り上げながら

書いている。しかし，50字以上，80字以内で書いていない。

○ 【解答類型３】は，「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選び，選んだアイデアの問題

点に対する解決方法を書いている。しかし，【話し合いの様子の一部】から言葉や文を取り

上げて書いていない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

(例）

・ ごみ拾いがよいと考えました。ごみ拾いを毎日することは自信がありませんが，

みんなで順番に声をかけ合ってすればよいと考えます。（61字）

○ 【解答類型４】は，「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選び，【話し合いの様子の

一部】から言葉や文を取り上げて書いている。しかし，選んだアイデアの問題点に対する解決

方法を書いていない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ ごみ拾いがよいと思います。ごみ拾いは続けていくのがむずかしいですが，公園が

きれいになれば，たくさんの人が明るい気持ちで遊ぶことができると思います。

（73字）

○ 【解答類型５】は，「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選んで書いている。しかし，

選んだアイデアの問題点に対する解決方法を書いておらず，【話し合いの様子の一部】から

言葉や文を取り上げて書いていない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ 花植えがよいと考えました。夏の暑い時期はとても大変ですが，みんなで一生

けん命がんばれば，きっとみんなが喜ぶはずです。（58字）
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○ 【解答類型６】は，【話し合いの様子の一部】から言葉や文を取り上げて書いている。

しかし，「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選んで書いていない。具体的な例として

は，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ 遊具のペンキぬりがよいと思います。自分たちでできるかどうかは分かりませんが，

ペンキをぬり，きれいな遊具にすることで，公園全体の印象もはなやかになると

思います。(79字)

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H26B１三
大野さん❷の発言に対し，手書きの立場

28.4％ pp.36-42 pp.48-57
から質問か意見を書く

これから言葉をどのように使っていきた

H30B１三 いかについて，北川さん，小池さんのい 33.9％ pp.37-44 pp.52-59

ずれかの意見を取り上げ， を書く



－21－

２

国語２ 物語を読んで，推薦する（那須田淳「銀色の幻想」）
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１．出題の趣旨

物語を読み，登場人物の気持ちや相互関係に着目して，物語の全体像を想像したり表現の

効果を考えたりすることができるかどうかをみる。

物語などを読む際には，「構造と内容の把握」，「精査・解釈」に関する指導事項の系統を

踏まえて指導することが重要である。「構造と内容の把握」については，第１学年及び第２学年

では，場面の様子や登場人物の行動などを，第３学年及び第４学年では，登場人物の行動や

気持ちなどを，第５学年及び第６学年では，登場人物の相互関係や心情などを捉えることが

大切である。「精査・解釈」については，第１学年及び第２学年では，登場人物の行動を，

第３学年及び第４学年では，登場人物の気持ちの変化や性格，情景を具体的に想像したり，

第５学年及び第６学年では，人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を

考えたりすることが大切である。

本問では，不思議な出来事が描かれている物語を読み，友達と推薦し合うために，「銀色の

幻想」という題名の物語を選んで読み，推薦する内容をまとめる場面を設定した。森田さんは，

気になるところをもう一度読み，推薦する文章を書いている。ここでは，複数の叙述を基に，

登場人物の気持ちや相互関係を捉え，物語全体から伝わってくることを考えることが求められ

る。また，表現の効果に着目して物語を読んでいる山村さんの視点を通して，最後の一文の

効果を考えることも求められる。

なお，本問は，平成29年度【小学校】国語Ｂ３三（正答率43.9％）において，「物語を読み，

具体的な叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめること」に課題が見られたことを

踏まえて出題した。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｃ 読むこと

イ 詩や物語，伝記などを読み，内容を説明したり，自分の生き方などについて考えたことを

伝え合ったりする活動。
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２．解説

設問一(1)

趣旨

登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｃ 読むこと

イ 登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ ３・５と解答しているもの（順不同） ◎

(1) ２ ３と解答しているが，５と解答していないもの

３ ５と解答しているが，３と解答していないもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 森田さんが，模型の宇宙船を抱きしめた「ぼく」の気持ちを複数の叙述を基に考えている

ことを捉える必要がある。ここでは，「ぼくは，うれしくなって，ランドセルを床におき，

模型に手をのばした」，「つい夢中になって」，「すごいや」，「ぼくは，中の様子を見ようと，

模型の窓をのぞきこんだ」，「いいなあ」，「一億年前の恐竜にも会ってみたいし，一千年後の

未来都市も見てみたい。それがぼくの夢だった」，「ようし，いつかぼくが作ろうっと」な

どの，模型の宇宙船を抱きしめたときやその行動に至るまでの「ぼく」の行動や会話，

地の文などの複数の叙述を基に，「本物の宇宙船を作ることへのあこがれ」や「模型の宇宙船を

見た感動」を捉えることが求められる。

〇 【解答類型１】は，「ぼく」の「本物の宇宙船を作ることへのあこがれ」と「模型の宇宙船を

見た感動」を捉えることができており，複数の叙述を基に登場人物の気持ちを捉えることが

できていると考えられる。

〇 【解答類型２】は，「ぼく」の「本物の宇宙船を作ることへのあこがれ」を捉えることは

できているが，「模型の宇宙船を見た感動」を捉えることができておらず，複数の叙述を基に

登場人物の気持ちを捉えることができていないと考えられる。

○ 【解答類型３】は，「ぼく」の「模型の宇宙船を見た感動」を捉えることはできているが，

「本物の宇宙船を作ることへのあこがれ」を捉えることができておらず，複数の叙述を基に

登場人物の気持ちを捉えることができていないと考えられる。
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

「きつねの写真」を読み，登場人物の相

H29Ｂ３一
互関係と場面についての描写を捉え，

76.0％ pp.58-67 pp.74-81
Ａ に当てはまる言葉として適切

なものを選択する

「金色の足あと」を読み，【ふせん①】

R２３一 の に入る内容として適切なも 実施せず pp.28-35 実施せず

のを選択する

設問一(2)

趣旨

登場人物の相互関係について，描写を基に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 C 読むこと

イ 登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ １・５と解答しているもの（順不同） ◎

(2) ２ １と解答しているが，５と解答していないもの

３ ５と解答しているが，１と解答していないもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

〇 森田さんが， 部②と 部③から，「老人」は未来の「ぼく」であるという

二人の関係が分かるところを探していることを捉える必要がある。ここでは， 部アの

ように，「ぼく」しか知り得ないであろうことを「老人」が知っているかもしれないと考え

られる描写や， 部オのように，「老人」と「ぼく」に一致する点があると考えられる

描写など，「老人」が未来の「ぼく」であることを暗示的に表現している描写を捉えることが

求められる。

○ 【解答類型１】は，「ぼく」しか知り得ないであろうことを「老人」が知っているかも

しれないと考えられる描写や，「老人」と「ぼく」に一致する点があると考えられる描写を

捉えることができており，登場人物の相互関係について，複数の描写を基に捉えることが

できていると考えられる。
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○ 【解答類型２】は，「ぼく」しか知り得ないであろうことを「老人」が知っているかも

しれないと考えられる描写を捉えることはできている。しかし，「老人」と「ぼく」に一致

する点があると考えられる描写を捉えることができておらず，登場人物の相互関係について，

複数の描写を基に捉えることができていないと考えられる。

○ 【解答類型３】は，「老人」と「ぼく」に一致する点があると考えられる描写を捉える

ことはできている。しかし，「ぼく」しか知り得ないであろうことを「老人」が知っている

かもしれないと考えられる描写を捉えることができておらず，登場人物の相互関係について，

複数の描写を基に捉えることができていないと考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

「きつねの写真」から取り上げた言葉や

H29B３三 文を基に，松ぞうじいさんととび吉が 43.9％ pp.58-67 pp.74-81

きつねだと考えたわけをまとめて書く

「金色の足あと」を読み，木村さんが，

R２３三 【ふせん③】で正太郎が感動したと考え 実施せず pp.28-35 実施せず

ている内容として適切なものを選択する
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設問二

趣旨

人物像や物語の全体像を具体的に想像することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｃ 読むこと

エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① この物語から伝わってくることを考えて書いている。

② 10字以上，30字以内で書いている。

（正答例）

・ 夢をもち続ければ，いつかかなえられるということです。(26字)

・ 今を大切にすることが明るい未来につながるということです。(28字)

・ 好きなことをもつ大切さです。(14字)

１ 条件①，②を満たしているもの ◎

２ 条件①を満たしているが，条件②は満たしていないもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

〇 森田さんが，物語を推薦する理由として前向きな気持ちになることを挙げており，それが，

「老人」に出会った「ぼく」を通して物語から伝わってくることがあるからと考えている

ことを捉える必要がある。ここでは，「ぼく」と「老人」の相互関係や「ぼく」の人物像など

から物語の全体像を具体的に想像し，この物語から伝わってくることをまとめることが求め

られる。

○ 【解答類型１】は，森田さんが，前向きな気持ちになることを挙げていることを踏まえ，

この物語から伝わってくることを考えて，10字以上，30字以内で書いている。

○ 【解答類型２】は，森田さんが，前向きな気持ちになることを挙げていることを踏まえ，

この物語から伝わってくることを考えることができている。しかし，10字以上，30字以内で

書いていない。
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設問三

趣旨

表現の効果を考えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｃ 読むこと

エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 三 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの ◎

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 森田さんとは異なる視点で物語を推薦しようとしている山村さんが，物語の最後の一文の

表現の効果を考えていることを捉える必要がある。表現の効果を考えるとは，想像した人物像や

全体像と関わらせながら，様々な表現が読み手に与える効果について自分の考えを明らかに

していくことである。ここでは，「ぼく」が信じられないような出来事を体験したという

物語の全体像と関わらせながら，その不思議さを印象付けるという最後の一文の表現の効果を

考えることが求められる。

〇 【解答類型１】は，色の表現を使っていることを捉えることはできているが，季節が変わる

話ではないため，物語の全体像と関わらせながら表現の効果を考えることができていないと

考えられる。

〇 【解答類型２】は，「ぼく」が体験した信じられないような出来事という物語の全体像と

関わらせながら，その不思議さを印象付けるという表現の効果を考えることができている

と考えられる。

〇 【解答類型３】は，空と風の表現を使っていることを捉え，不思議さを印象付けるという

表現の効果を考えることはできているが，「ぼく」が宇宙に行った話ではないため，物語の

全体像と関わらせながら考えることができていないと考えられる。

〇 【解答類型４】は，「ぼく」が過去から現在に戻ってきた話ではないため，物語の全体

像と関わらせながら表現の効果を考えることができていないと考えられる。
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

『くらやみの物語』を読んで心に残ったこ

H30A４
とを一文を取り上げて説明する際に，そ

74.1％ pp.22-24 pp.32-35
の一文が心に残った理由として適切なも

のを選択する

木村さんが，「金色の足あと」の

R２３四
部オを 部ア，エと関係付けて

実施せず pp.28-35 実施せず
読み，【ふせん④】のように書いた理由

の説明として適切なものを選択する

３．出典等

【物語の一部】は，野上暁編『ものがたり12か月 秋ものがたり』（2008年９月 偕成社）収録

那須田淳『銀色の幻想』による。問題作成の都合上，一部表記を改めたところがある。
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国語３ 経験を基に考えたことを書く（六年生としてがんばりたいこと）
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３
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１．出題の趣旨

文章全体の構成に着目して文章を整えたり，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の

文章のよいところを見付けたりすることができるかどうかをみる。

読み手に自分の考えを明確に伝えるためには，自分で書いた文章を読み返し，文や文章を

整えることが必要である。その際，第５学年及び第６学年においては，内容や表現に一貫性が

あるか，目的に照らして適切な構成や記述になっているか，事実と感想，意見とが区別して書

かれているか，引用の仕方，図表やグラフの用い方は適切かといったことなどを観点として，

文や文章を整えることが大切である。

また，推敲で取り上げた観点を含め，様々な観点で互いの書いた文章を読み合い，感想や

意見を伝え合うことによって，他者の文章のよいところを見付けるだけでなく，自分の文章の

よいところを見付けることができるようにすることが大切である。

本問では，「六年生としてがんばりたいこと」を書く場面を設定した。島谷さんは，自分の

考えが明確に伝わるように，文章を書き直したり，友達の川口さんと書いた文章を読み合い，

感想を伝え合ったりしている。ここでは，文章全体の構成に着目して文章を整えたり，伝え

合った感想や意見を基に，自分の文章のよいところを書いてまとめたりすることが求められる。

また，相手の読みやすさを考えて漢字を正しく書くことや，行の中心に注意して書くことも

求められる。

なお，設問ニでは，〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ｂ書くこと」の「共有」に関する指導

事項を取り上げている。この指導事項を本調査で取り上げることは初めてである。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと

ウ 事実や経験を基に，感じたり考えたりしたことや自分にとっての意味について文章に

書く活動。
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２．解説

設問一

趣旨

文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えることができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと

オ 文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 一 １ １ と解答しているもの ◎

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 文や文章を整えるためには，文章全体の構成や，書き表し方に着目して推敲することが

必要である。ここでは，島谷さんが，自分の考えが明確に伝わるように，文章全体の構成に

着目して文章を整え，自分の考えを最初に書いていることを捉えることが求められる。

○ 【解答類型１】は，自分の考えが明確に伝わるように，文章全体の構成に着目して文章を

整え，自分の考えを最初に書いていることを捉えることができていると考えられる。

○ 【解答類型２】は，自分の考えが明確に伝わるように書いていることを捉えることはできて

いるが，文章全体の構成に着目して文章を整えていることを捉えることができていないと

考えられる。

○ 【解答類型３】は，自分の考えが明確に伝わるように，文章全体の構成に着目して文章を

整えていることを捉えることができていないと考えられる。

○ 【解答類型４】は，文章全体の構成に着目して文章を整えていることを捉えることはできて

いるが，考えの理由を最初には書いていないことを捉えることができていないと考えられる。

○ 別の場面においては，選択肢２～４で示した，引用することで書き出しを工夫する，事実と

感想とを区別して書き出しを書く，自分の考えとその理由を最初に書く，といった観点で，

文や文章を整えることも考えられる。
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設問二

趣旨

文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けることができるか

どうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと

カ 文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え

合い，自分の文章のよいところを見付けること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 【文章２】のよさについて以下のことを書いている。

a 聞いたことや経験したことをもとにしていること

b 最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いていること

c a，b以外のこと

② 【文章２】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ 60字以上，100字以内で書いている。

（正答例）

・ わたしの文章のよさは，今年がんばりたいことを伝えるために，南さんの話や，

さいばい委員の活動で反省したことを書いたり，運動委員として進めたい新たな

活動を，最後のだん落に具体的に書いたりしたところです。（99字）（解答類型１）

・ わたしの文章のよさは，自分の経験したことをもとに書いたところです。五年

生の時のさいばい委員会での自分の活動をもとに六年生で取り組みたいことを

書くことで，がんばりたいという思いを伝えることができました。（100字）（解答

類型４）

・ 最後のだん落に「運動が苦手な人にも親しんでもらえるように，ルールや道具を

くふうしたおに遊びやボールゲームを各学級にしょうかいしたい」と，一年間で

がんばりたいことを具体的に書いたところが文章のよさです。（100字）（解答

類型７）

・ わたしの文章のよさは，最初のだん落で「この一年間でがんばりたいことは，

運動委員としてみんなのことを考えた新たな活動を進めることです」と書くこと

で，読む人に六年生としての決意を伝えようとしたところです。（100字）（解答

類型10）

１ 条件①，②，③を満たしているもののうち，条件①については，a，bの両方を ◎

書いているもの

２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもののうち，条件①

については，a，bの両方を書いているもの
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３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもののうち，条件①につい

ては，a，bの両方を書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

４ 条件①，②，③を満たしているもののうち，条件①については，aを書いて ◎

いるもの

５ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもののうち，条件①

については，aを書いているもの

６ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもののうち，条件①につい

ては，aを書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

７ 条件①，②，③を満たしているもののうち，条件①については，bを書いて ◎

いるもの

８ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもののうち，条件①

については，bを書いているもの

９ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもののうち，条件①につい

ては，bを書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

10 条件①，②，③を満たしているもののうち，条件①については，cを書いて ◎

いるもの

11 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもののうち，条件①

については，cを書いているもの

12 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもののうち，条件①につい

ては，cを書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

13 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 自分の文章のよいところを見付けるためには，文章全体の構成や展開が明確になっているか

などの観点から，具体的に感想や意見を伝え合うことが大切である。島谷さんは，友達の

川口さんと文章について伝え合ったことを基に，自分の文章のよさを振り返っている。ここ

では，「聞いたことや経験したことをもとにしていること」や「最後の段落にがんばりたい

ことを具体的に書いていること」など，【文章２】のよさについて書き，【文章２】から言葉や

文を取り上げて，60字以上100字以内で書くことが求められる。

○ 【解答類型１～３】は，【文章２】のよさとして，「聞いたことや経験したことをもとに

していること」と「最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いていること」の両方を

書いている。

・ 【解答類型１】は，【文章２】のよさを書き，【文章２】から言葉や文を取り上げて，60字

以上100字以内で書いている。

・ 【解答類型２】は，【文章２】のよさを書き，【文章２】から言葉や文を取り上げている。

しかし，60字以上100字以内で書いていない。
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・ 【解答類型３】は，【文章２】のよさを書いている。しかし，【文章２】から言葉や文を

取り上げていない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ わたしの文章のよいところは，今年がんばろうとしていることをくわしく伝える

ために，上級生が話してくれたことや最後のだん落に最初のだん落の内容を具体的

に書いているところです。（85字）

○ 【解答類型４～６】は，【文章２】のよさとして，「聞いたことや経験したことをもとに

していること」を書いている。

・ 【解答類型４】は，【文章２】のよさを書き，【文章２】から言葉や文を取り上げて，60字

以上100字以内で書いている。

・ 【解答類型５】は，【文章２】のよさを書き，【文章２】から言葉や文を取り上げている。

しかし，60字以上100字以内で書いていない。

・ 【解答類型６】は，【文章２】のよさを書いている。しかし，【文章２】から言葉や文を

取り上げていない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ この文章のよいところは，自分が聞いたことや委員会で経験したことを書いた

ところです。自分の経験を書くことで，今年がんばろうとしていることを伝える

ことができました。（80字）

○ 【解答類型７～９】は，【文章２】のよさとして，「最後の段落にがんばりたいことを具体

的に書いていること」を書いている。

・ 【解答類型７】は，【文章２】のよさを書き，【文章２】から言葉や文を取り上げて，60字

以上100字以内で書いている。

・ 【解答類型８】は，【文章２】のよさを書き，【文章２】から言葉や文を取り上げている。

しかし，60字以上100字以内で書いていない。

・ 【解答類型９】は，【文章２】のよさを書いている。しかし，【文章２】から言葉や文を

取り上げていない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ わたしの文章のよさは，最後のだん落に今年がんばろうとしていることを具体的に

書いているところです。そうすることで，どんな活動をしていきたいのかについて，

くわしく伝えることができました。（91字）
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○ 【解答類型10～12】は，【文章２】のよさとして，「聞いたことや経験したことをもとに

していること」と「最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いていること」以外のこと

を書いている。

・ 【解答類型10】は，【文章２】のよさを書き，【文章２】から言葉や文を取り上げて，60字

以上100字以内で書いている。

・ 【解答類型11】は，【文章２】のよさを書き，【文章２】から言葉や文を取り上げている。

しかし，60字以上100字以内で書いていない。

・ 【解答類型12】は，【文章２】のよさを書いている。しかし，【文章２】から言葉や文を

取り上げていない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ わたしの文章のよさは，読み手に伝えたいことが伝わるように，最初にがんばろう

としていることを書き，次に，なぜがんばろうとしているのか理由を書くという

構成にしたところです。（84字）

○ 【解答類型13】は，【文章２】から言葉や文を取り上げている。しかし，【文章２】のよさに

ついて書いていない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ わたしは，運動委員会でみんなのことを考えた新たな活動を進めたいと思って

います。運動が苦手な人も親しむことができるように，ルールや道具をくふうした，

おに遊びやボールゲームを各学級にしょうかいしたいです。（100字）



－38－

３

設問三 ア，イ，ウ

趣旨

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

エ 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当

されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を

書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や

文章の中で使うこと。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 三 １ 「録画」と解答しているもの ◎

ア ２ 「録」と解答しているが，「画」と解答していないもの

３ 「録」と解答していないが，「画」と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

三 １ 「反省」と解答しているもの ◎

イ ２ 「反」と解答しているが，「省」と解答していないもの

３ 「反」と解答していないが，「省」と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

三 １ 「親（しむ）」と解答しているもの ◎

ウ 99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

ア 【解答類型１】は，「ろくが」を文の中で正しく書くことができている。

【解答類型２】は，「ろく」を「録」と正しく書くことはできているが，「が」を「画」と

正しく書くことができていない。

【解答類型３】は，「が」を「画」と正しく書くことはできているが，「ろく」を「録」と

正しく書くことができていない。
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３

イ 【解答類型１】は，「はんせい」を文の中で正しく書くことができている。

【解答類型２】は，「はん」を「反」と正しく書くことはできているが，「せい」を「省」と

正しく書くことができていない。

【解答類型３】は，「せい」を「省」と正しく書くことはできているが，「はん」を「反」と

正しく書くことができていない。

ウ 【解答類型１】は，「した（しむ）」を文の中で正しく書くことができている。

（参考）

○同一の問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H28A １二 漢字を書く（したしい友人と出かける）
74.0％ pp.14-16 pp.25-27

２
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３

設問四

趣旨

漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 知識及び技能

⑶ 我が国の言語文化に関する事項

エ 書写に関する次の事項を理解し使うこと。

(ｲ) 漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書くこと。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ 四 １ １ と解答しているもの

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 読みやすい文や文章を書くためには，点画の書き方や文字の形に注意しながら，筆順に

従って丁寧に書くことや，漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書くことなどが大切である。

ここでは，島谷さんが，手紙を書き直す際に，相手の読みやすさを考えて，行の中心に文字の

中心をそろえて書いていることを捉えることが求められる。

○ 【解答類型１～３】は，島谷さんが，相手の読みやすさを考えて，行の中心に文字の中心を

そろえて書いていることを捉えることができていないと考えられる。

なお，別の場面においては，選択肢１の「とめやはねの書き方」など，点画の書き方や

文字の形に注意しながら，筆順に従って丁寧に書くことも考えられる。また，選択肢２の「文

字の大きさ」や選択肢３の「文字と文字との間」など，漢字や仮名の大きさ，配列に注意して

書くことも考えられる。

○ 【解答類型４】は，読みやすい文章にするために，行の中心に文字の中心をそろえて書いて

いることを捉えることができていると考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H28A ７ア
毛筆で書いた（一）と（二）を書き直した

イ
際，注意した点として適切なものを選択 81.3％ pp.30-31 pp.46-47

する（永久）
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点字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し，児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように，例えば，次のような配慮を行っている。 

（１） 問題文などの記述及びレイアウト等について  

必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２） 図やグラフの提示の仕方について  

提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは

点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 

（３） 出題形式の変更及び代替問題について  

児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し，通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については，出題の趣旨等を踏まえた上で，

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

 

なお，上記のような配慮に伴い，解答類型の調整等を行った問題については，p.53 に問

題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】   １  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点字問題】  １  

本問では，主に次のような配慮を行った。 
 

◯  通常問題では，公園をきれいにするアイデアとして，「遊具のペンキをぬり直す

こと」が一例として挙げられている。しかし，点字で学習する児童にとって，ペン

キをぬり直すことで公園がきれいになるといった視経験に基づく発言に対する理

解は難しい。そのため，児童の学習経験や生活経験等を踏まえて，視経験に関わら

ない「募金活動」に変更した。 
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1_2 

1_3 

1_1 

＜点字問題（墨点字版）＞          ＜点字問題（活字版）＞ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－52－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1_4

1_5



－53－

＜点字問題において解答類型の変更，調整等を行った問題＞ 

【点字問題】    ３ ３． 

 

 

 

 

 

 

問題番号 解 答 類 型 正答 

３   ３． 

（ア） 

１ 「たいいくかん」と解答しているもの ◎ 

２ －（該当なし）  

３ －（該当なし）  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

  ３． 

（イ） 

１ 「たいりょくづくり」と解答しているもの ◎ 

２ －（該当なし）  

３ －（該当なし）  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

  ３． 

（ウ） 

１ 「たいそー」と解答しているもの ◎ 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  
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拡大文字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，弱視児童生徒の

見え方に伴う負担等を軽減するため，通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大き

さに拡大するとともに，以下のような配慮を行っている。

（１） 原則として文字の大きさを ポイントとし，UD デジタル教科書体とする。

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。

（３） 必要に応じて，拡大率やレイアウト等を変更する。 

 

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 
 

【通常問題】 ３三

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３三では，以下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。

【文章２】の内容を捉えやすくするために枠線囲みを取り，行間を空けて解答欄を傍線部

の右横に配置した。また 出題内容を理解しやすくするため 冒頭に補足文を入れた。
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【拡大文字問題（抜粋）】 ３三 実寸大サイズ
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【通常問題】 １

１では，以下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。

通常問題では，【話し合いの様子の一部】と〈メモ〉を同じページ内に配置しているが，

拡大文字問題では，それぞれの内容を捉えやすいよう，〈メモ〉を別ページに割り付け，〈メ

モ〉の文字の配置を変更した。
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【拡大文字問題（抜粋）】 １



 



 






